





















































































































文部科学省、教育出版、2014 年 6 月）が最初である（すなわち『わたしたちの道徳
　小学校 1・2 年』（著作権所有：文部科学省、文溪堂、2014 年 6 月）に情報モラルに関
する記述は見当たらない）。





































年 6 月）では、「情報社会に生きる私たち」という見出しのもと、4 ページにわたっ










少ない」が 37.3%、「1 時間以上、2 時間より少ない」が 12.7% などの回答割合となっ
ており、「携帯電話やスマートフォンで通話やメールをしていますか。」という質
問については、「持っていない」が 55.6%、「時々している」が 19.8%、「ほぼ毎
日している」が 13.3% などの回答割合となっており、「普段（月～金曜日）、1 日
当たりどれくらいの時間、テレビゲーム（コンピュータゲーム、携帯式のゲーム
を含む）をしますか。」という質問については、「1 時間より少ない」が 31.6%、「1
時間以上、2 時間より少ない」が 24.8%、「全くしない」が 15.6%、「2 時間以上、






















　『私たちの道徳　中学校』（著作権所有：文部科学省、廣済堂あかつき、2014 年 6 月）








は、高校生 20.5%、中学生 8.1%、小学生 2.8% という結果が示されている。また、
中学生の「平日の自宅におけるインターネットの平均的な利用時間（パソコン）」
については、「1 時間以上 2 時間未満」27.1%、「30 分以上 1 時間未満」21.7%、「使っ
ていない」16.7%、「30 分未満」15.8% などの回答結果が示されている。そして、「家
庭でのパソコンの使い方に関するルール」については、「ルールを決めている（計）」
が 51.2%、「特にルールを決めていない」が 46.8%、「わからない」が 2.0% となっ
ており、このうち、「ルールを決めている」の主な内訳は、「利用する時間を決め
ている」が 24.9% で最も多く、「守るべき利用マナーを決めている」が 16.0%、「利
用する場所を決めている」が 15.1%、「サイトについて、使用を禁止したり、利
用内容を決めている」が 9.1% などとなっている。これらの調査結果からは、中
学生は自宅でのインターネットの利用が 2 時間を超えない人たちが 8 割を超えて
おり、一定のルールのもとで、概ね節度のある利用を心がけていることがわかる。
以上から、227 頁は、インターネットの節度のある利用をアピールしている 1 ペー
ジである、ということができる。

































　以上、三節にわたって、『わたしたちの道徳　小学校 3・4 年』（全 176 頁）、『私
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　2016 年度使用の「倫理」の教科書は、都合 7 種である。それらを必要に応じ
道徳教育における「情報モラル」について
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て見ていこう。実教出版の『高校倫理』（2012 年 3 月検定済）は、「第 2 編　現





























年 3 月検定済）と『高等学校　新倫理　最新版』（2012 年 3 月検定済）、東京書籍の『倫
理』（2013 年 3 月検定済）、数研出版の『倫理』（2012 年 3 月検定済）、山川出版社の『現














2014 年 3 月に愛知県刈谷市で中学生がスマホを夜 9 時以降は使用しないという
ルールが周知されたことをめぐる記事（『産経新聞』2014 年 5 月 2 日（金）第 23 面）や、
東京都三鷹市が小中学生に小型情報機器を適切に使用させるべく保護者向けに啓
発リーフレットを作製した記事（『産経新聞』2015 年 4 月 5 日（日）第 23 面）、都教









年 10 月 12 日（日）第 24 面の「高 1　スマホ依存」では、高 1 の約 9 割がスマ
ホを所有し、そのうちの半数が休日に 3 時間以上も使用していることを報じてい
る。高校生のスマホの使用時間については、その後、デジタルアーツ社が 2016
年 1 月に 10 歳～ 18 歳を対象に行なった調査で、スマホを含めた携帯の 1 日当た
りの平均使用時間は、女子高生で 5.9 時間に上っていることが報じられた（『産経
新聞』2016 年 5 月 31 日（火）第 24 面）。さらに、世界保健機関（WHO）が、聴力
を守るためには、スマホやオーディオ機器での音楽鑑賞を「1 日 1 時間以内」に
控えるよう呼びかけたことも報じられ（『産経新聞』2015 年 3 月 1 日（日）第 30 面、
「スマホで音楽　1 日 1 時間に」）、スマホの使用時間にほぼ比例して就寝する時間が
遅くなり、子ども（特に中学生）が寝不足に陥ることも報じられた（『産経新聞』





協会（TCA）が 2015 年 1 月 23 日（金）までにまとめた歩きスマホの実態調査（2014
年 12 月 11 日～ 14 日に東京 23 区・名古屋・大阪・福岡・札幌で 600 人のスマホ所有者が対象）
によると、歩きスマホをしたことのある人は 44.8% に上り、10 代～ 20 代は 6 割
が歩きスマホが習慣化していることが判明している（『産経新聞』2015 年 1 月 24 日
（土）第 24 面、「「歩きスマホしたことある」44%」）。歩きスマホについても、筆者は
新聞記事を 1 枚のプリントに収めて講義で配布し、将来の教え子たちへの指導に
役立ててほしい旨を受講生へ呼びかけている。
　ごく最近では、「ポケモン GO」に興じて事件・事故を起こす事例も報じられ
ている。こうした事例も、もし頻発するようであれば、講義でとり上げないとい
けなくなるのかもしれない、と考えている。
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八、おわりに
　以上、本稿では、小学校・中学校の道徳教育における情報モラルの取り扱われ
方を中心に、高校「倫理」の教科書における情報倫理の記述や、新聞が報じた青
少年の情報モラルについて紹介し、私見を述べた。情報モラルに関しては、道徳
の副読本（近い将来、教科書になるが）に取り上げられている事例のみを学習する
だけでは、不足であることは明確である。特に小型情報機器の進展は日進月歩で
ある。スマホや携帯の使用に関する児童・生徒への学校独自の実態調査の結果や、
マスメディアで報じられるニュース・新聞記事などから得られる情報を、教育現
場に適切にフィードバックすることが求められよう。
　そして、何よりも、情報機器から離れた日常生活のなかで、子どもたちに、他
者への思いやりや礼儀作法を身につけさせることのほうが、むしろ重要ではない
か、と筆者は考えている。そして、親と子も、大人と子供も、大人同士も、子ど
も同士も、生身の人間同士、お互いの目を見て顔の表情や相手のしぐさを見て話
をすることが、一番の基本である。こうした素地が身に備わってこそ、情報機器
の使用に関しても、必ずやモラルが守られると信じるからである。
